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――舞台医学とは、どのような医学領域なのですか。
　舞台医学の主な対象は、プロ・アマチュアを問わず舞
台上で演じる、歌う、奏でる、踊るなどのさまざまな身
体表現を行う舞台芸術家です。治療対象には腱鞘炎、
変形性関節症、ジストニア、頸椎症、捻挫、骨折をはじ
め、整形外科系を中心にさまざまな疾患が含まれます。
――日本における患者の現状や研究の動向、本書刊行
の経緯について教えてください。
　対象が幅広いので、子供から高齢者まで患者・予備
群は多数存在すると思われます。しかし、舞台医学とい
う視点での診療・統計は行われていないため、正確な患
者数や転帰などは分かっていないのが現状です。
　専門医はほとんどいない状況ですが、身体表現者の
外傷・障害を診ている医師は多数存在します。それらの

　1995年に初版が、2009年に第2版が刊行された、めまい診断用
テキストの第3版。今回の改訂では、VEMPやvHITといった新しい
平衡機能検査法をはじめ、「前庭性片頭痛」「脳脊髄液減少症」など
の疾患概念に関する解説が追加された。各項目ではイラストがふん
だんに使用され、忙しい診療の中でも読みやすい構成になっている。
巻末には平衡機能検査を実施するに当たっての注意事項も記載され
ており、耳鼻咽喉科医だけでなく、看護師や臨床検査技師などのメ
ディカルスタッフも必携の一冊といえる。

「イラスト」めまいの検査
改訂第3版

日本めまい平衡医学会編、B5判、192ページ、
定価4,800円＋税、診断と治療社

　高齢者をちゃん付けで呼ぶ介護者、本人抜きで施設を決める家族
とケアマネ、利用者の死を隠す介護施設。そうした利用者を尊重し
ない介護の在り様を変えようと、著者はデイサービスで聞き書きを
始める。民俗学者の目線で利用者の話を聞き、思い出をまとめ、他
の利用者とともに思い出の味を再現する。こうして個々の人生が立
体的に浮かび上がると、利用者と介護者の関係は劇的に変わるとい
う。高齢者の増加が社会の負担増という文脈でしか語られず、老い
の価値を見失った現代において読まれるべき“希望”の書である。

介護民俗学という希望
「すまいるほーむ」の物語

六車由実著、文庫判、400ページ、
定価630円＋税、新潮社 （『介護民俗学へようこそ！』を改題文庫化）

　内科外来では、健診での受診勧奨者や不眠、腰痛の訴えといった
病気スレスレのグレーな症例を診る機会が少なくない。患者の治療
に対する希望や価値観、費用効果を考慮したVBM（Value-based 
medicine）が注目される昨今、著者は食事や運動などの生活習慣を
処方し、患者の行動変容を促す「生活処方箋」を提唱する。VBMの
実践例として、診察室での会話形式で患者の価値観の聞き出し方、
経過に応じた生活処方箋の提案法を分かりやすく紹介。EBMに基
づく治療法も提示されており、外来アプローチの幅が広がる一冊。

外来でよく診る 病気スレスレな症例への生活処方箋
―エビデンスとバリューに基づく対応策

浦島充佳著、A5判、212ページ、
定価3,600円+税、医学書院

　病理学の基礎知識を理解できれば、病理組織像を診て背景にあ
る現象がどのように起こっているかを知ることが可能となる。さら
に組織像や臨床像への理解も深まる。本書では生命とは何か、生命
体とは何か、ヒトの身体はどうなっているのか、そして、身体の中で
病的状態が生じたとき組織学的にはどのような変化が起こるかをま
ず概説し、代謝障害、循環障害、炎症、腫瘍について解説を行う。
最初は組織で見える一般的事項を紹介し、その後、免疫学や分子腫
瘍学的に見直し、説明する構成となっている。

皮膚科医のための病理学講義
“目からウロコ”の病理学総論 「生命」からみた病気の成り立ち

真鍋俊明著、B5判、278ページ、
定価8,000円＋税、金芳堂

医師をネットワークで結び、勉強会やケースカンファレ
ンスを開催し、興味や問題意識を共有することがこの領
域の発展に資すると考え、舞台医学研究会を立ち上げま
した。現在、研究会の世話人である山下先生、田中先生、
山本先生の3氏が持ち回りで開催しています。
　また、入門書があれば医師・研究者をつなぐサークル
の形成、支援者の理解に役立ちますし、研修医や医学
生、高校生が「こんな分野があるのか、面白そうだ」と舞
台医学に興味を持ち、関連書籍を読み考えるきっかけを
提供することができると考え、本書を刊行しました。

身体の構造や働きに対する意識が希薄

――患者にはどのような特徴がありますか。
　まず、表現者であるという誇りと自覚を持ち、芸術表

現を深めることに関心を抱き、そのための努力を厭わな
い点が共通しています。スポーツと同様に全ての芸術活
動は身体活動を伴い、より良いパフォーマンスを発揮す
るためには身体の構造や働きへの理解が不可欠ですが、
そうした認識がアスリートに比べて表現者では薄い点が
特徴として挙げられます。
　例えば、バレエのレッスンや楽器の演奏でも、スポー
ツの基礎練習でも、同じ動作の繰り返しで身体に過剰な
負荷がかかるとオーバーユース症候群を来します。とこ
ろが、負荷を減らす楽器の持ち方を教えたり、ピアノの
レッスン時に指の成り立ちを説明する指導者はほとんど
いません。身体の構造・機能に対する理解、意識が希
薄であることの表れといえるのではないでしょうか。

医学の進化と芸術の発展の相乗効果を目指す

――今後の展望についてお聞かせください。
　研究会は、外科以外の診療科を加えて最低10年は継
続し、日本舞台医学会への発展を視野に入れつつ、学会
誌や入門書に続く概論の刊行を目指しています。
　次に、舞台医学クリニックの開設があります。全国の
専門医の協力を仰いで症例を集約することで、患者と医
療者の双方がメリットを享受できるでしょう。
　最後に、ステージ医、ステージトレーナーなど専門家
の養成を考えています。これらの活動を通じて舞台医学
の領域を追究・進化させることで、舞台芸術と文化の発
展に寄与できることを願っています。

武藤芳照監、山下敏彦、田中康仁、山本謙吾編、B5判、92ページ、
定価3,000円＋税、新興医学出版社

舞台医学入門書籍

新しい医療分野、“舞台医学”とは
　スポーツ医学の進展に伴い、野球肘や女性アスリートの無月経な
どスポーツ障害に対する認知・治療は著しく向上した。それに対し、
演劇や音楽、舞踏といった芸術活動では同じ動作の反復・継続によ
り種々の身体障害が生じること、激しい動作に伴う外傷のリスクが高
いことはあまり知られていない。欧米ではダンスや音楽と医学に関す
る団体が設立され、研究が進んでいるという。このたび、舞台医学
（stage medicine）を初めて総合的に解説した入門書が刊行された。
新たな医療分野“舞台医学”について、監修者で東京健康リハビリテ
ーション総合研究所所長／東京大学名誉教授の武藤芳照氏に聞いた。

メディカルトリビューン
武藤氏インタビューの
全文はウェブ版で

監修者の武藤芳照氏に聞く

●A4判  135ページ  ●定価  本体2,000円＋税
●送料  168円　 ●ISBN  978-4-89589-424-1

公益財団法人日本放射線技術学会 編

Tel 03-6841-4536（業務課） Fax 03-6841-4558

本書は、日本放射線技術学
会誌で掲載した「画像解析
の基礎」「ディジタルラジオ
グラフィの物理的画像評価
法」の2編のシリーズに、加
筆・修正をしました。
放射線画像の本質を理解
できる一冊です。

放射線画像の
形成過程と物理特性

●B5判  136ページ  ●定価  本体5,000円＋税
●送料  168円　 ●ISBN  978-4-89589-434-0

宮田哲郎 監修　福田幾夫、東 信良 編集

Tel 03-6841-4536（業務課） Fax 03-6841-4558

日本血管外科学会教育セミ
ナーの第14回～第17回ま
でを集めた一冊。治療方法
が著しく進歩している，血管
内治療やステンドグラフトを
中心に収録しております。心
臓から出た後の冠状動脈を
除くすべての血管を治療対
象とする，広がりを持った診
療をするうえで是非一読し
ておきたいテキストです。

標準血管外科学Ⅳ
日本血管外科学会教育セミナーテキスト
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